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台風２３号災害の教訓を生かす

約
４
割
の
家
屋
が
浸
水
に

　

城
崎
地
域
で
は
、
台
風　

号
の

２３

襲
来
に
よ
り
、
６
３
６
件
の
家
屋

が
床
上
・
床
下
浸
水
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
家
屋
の　

パ
ー
セ
ン

４０

ト
を
超
え
る
件
数
で
、
被
害
率
は
、

旧
１
市
５
町
の
中
で
も
突
出
し
て

い
ま
す
。

　

円
山
川
の
下
流
は
、
堀
川
橋
か

ら
城
崎
大
橋
ま
で
約　

キ
ロ
メ
ー

１０

ト
ル
の
間
に
お
い
て
勾
配
が
１

メ
ー
ト
ル
し
か
下
っ
て
お
ら
ず
、

非
常
に
水
の
流
れ
が
ゆ
る
い
構
造

で
す
。

　

今
回
の
台
風　

号
で
は
、
豊
岡

２３

に
つ
な
が
る
城
崎
の
主
要
地
方
道

豊
岡
港
線
が
、　

月　

日
夕
方
か

１０

２０

ら　

日
早
朝
ま
で
通
行
不
能
と
な

２２
り
、
竹
野
方
面
か
ら
豊
岡
へ
連
絡

す
る
道
路
、
玄
武
洞
方
面
か
ら
豊

岡
へ
連
絡
す
る
道
路
も
冠
水
し
往

来
が
で
き
ず
、
城
崎
は
一
時
孤
立

状
態
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
円

山
川
は
過
去
に
例
が
な
い
水
位
と

な
り
、
ひ
の
そ
島
の
手
前
の 
上  
山 

う 
や
ま

地
区
で
は
、
水
位
が
約
４
メ
ー
ト

ル
も
上
昇
し
、
多
く
の
民
家
が
浸

水
し
、
高
位
置
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
山

陰
本
線
も
水
没
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
温
泉
街
を
流
れ
る 
大  
谿 

お
お 
た
に

川
で
は
、
円
山
川
の
水
位
の
上
昇

に
よ
り
、　

日
午
後
４
時
ご
ろ
か

２０

ら
樋
門
を
閉
め
て
、
排
水
ポ
ン
プ

で
強
制
排
水
し
ま
し
た
が
、
内
水

の
増
加
に
対
応
し
き
れ
ず
、
周
辺

地
域
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
円
山
川
河
口
か
ら
奈

佐
川
合
流
点
に
お
け
る
沿
川
地
域

　

台
風　

号　　
復
興
の 
槌  
音 

つ 

ち 

お 

と

２３

　

但
馬
地
域
に
伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風　

号
。
あ
れ
か
ら
、
ま
も

２３

な
く
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
豊
岡
市
内
６

地
域
の
被
害
状
況
や
復
興
状
況
、
今
後
の
治
水
・
治
山
事
業
等
の
計
画
な
ど
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。
今

月
は
城
崎
と
出
石
地
域
で
す
。

協
議
会
を
設
置
し
来
春
に

向
け
て
治
水
対
策
づ
く
り

一
帯
の
治
水
対
策
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
「
円
山
川
下
流
部
治
水

対
策
協
議
会
」
を
今
年
４
月
に
設

置
し
ま
し
た
。
防
災
工
学
の
学
識

者
、
行
政
関
係
者
、
周
辺
住
民
代

表
者
を
は
じ
め
、
漁
業
関
係
者
な

ど
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
来
春

を
目
途
に
、
円
山
川
下
流
部
に
お

け
る
治
水
計
画
を
ま
と
め
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
は
、
そ
の
参
考
資

料
と
す
る
た
め
、
城
崎
地
域
全
世

帯
を
対
象
に
、
被
害
状
況
や
当
日

の
避
難
行
動
、
防
災
意
識
、
水
害

対
策
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
平
成　

年
１７

３
月
に
発
表
さ
れ
た
円
山
川
の
緊

急
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
質

問
で
は
、
「
上
流
の
対
策
で
下
流

の
状
況
が
さ
ら
に
悪
く
な
る
」
と

考
え
て
い
る
人
が　

パ
ー
セ
ン
ト

４６

を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
下
流
域

で
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
の
質
問

で
は
、
道
路
整
備
、
堤
防
整
備
な

ど
を
求
め
る
声
が
非
常
に
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
の
中
に
は
「
円
山
川

の
治
水
工
事
は
上
流
か
ら
進
め
ら

れ
て
お
り
、
整
備
が
進
む
に
つ
れ

河
口
部
へ
一
気
に
水
が
来
る
危
険

度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ひ
の
そ
島

の
掘
削
工
事
で
上
流
部
の
増
水
は

避
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
下
流
部

で
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
と
地
形
が
変
わ
ら
ず
、
無
堤

地
域
で
あ
る
城
崎
。
同
協
議
会
に

お
い
て
、
今
後
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
洪
水
に
強
い
具
体

的
、
現
実
的
な
対
策
が
一
日
も
早

く
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

円山川が増水し、主要地方道豊岡港線が冠水
（城崎町結和橋から豊岡方面を望む、１０月２１
日午前６時ごろ）

６月に城崎全世帯を対象に行われたアン
ケート。今後、治水計画づくりの重要な
資料となる
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出
石
川
、
奥
山
川
が
決
壊

　

台
風　

号
に
よ
り
、
か
つ
て
経

２３

験
し
た
こ
と
が
な
い
風
雨
に
よ
っ

て
、
出
石
地
域
で
は
、
出
石
川
の

決
壊
を
は
じ
め
と
す
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
と

も
に
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
な
ど

合
わ
せ
て
４
７
３
棟
、
５
８
８
世

帯
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

月　

日
午
後
５
時
過
ぎ
に
は
、

１０

２０

円
山
川
の
支
川
・
出
石
川
の
弘
原

水
位
測
定
地
で
は
、
す
で
に
計
画

高
水
位
５
・　

メ
ー
ト
ル
を
超
え

２７

る
５
・　

メ
ー
ト
ル
の
水
位
を
記

３６

録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
寺
坂

地
内
の
豊
岡
消
防
署
出
石
郡
分
署

東
側
の
右
岸
の
堤
防
が
決
壊
し
、

濁
流
が
一
気
に
分
署
や
日
野
辺
地

区
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

　

出
石
川
左
岸
の
鳥
居
橋
上
流　
５０

メ
ー
ト
ル
地
点
で
は
、
同
日
午
後

　

時
過
ぎ
に
堤
防
が
決
壊
し
、
恐

１１ろ
し
い
勢
い
で
濁
流
が
鳥
居
か
ら

片
間
地
区
に
流
れ
込
み
、
鳥
居
地

区
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
冠
水
し

ま
し
た
。
翌
朝
、
押
し
流
さ
れ
跡

形
も
な
い
家
屋
や
地
盤
が
え
ぐ
ら

れ
完
全
に
傾
い
た
家
な
ど
、
変
わ

り
果
て
た
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
被
害
件
数
は
全
壊　

棟
、

２４

大
規
模
半
壊　

棟
を
含
む
１
３
８

４０

世
帯
で
、
旧
１
市
５
町
の
中
で
も

被
害
が
大
き
い
地
域
で
し
た
。

　

一
方
、
出
石
川
の
支
川
奥
山
川

で
は
、 
鍛  
福 
橋
の
橋
脚
に
風
倒
木

か 
ふ
く

が
引
っ
掛
か
り
、
せ
き
止
め
ら
れ

た
濁
流
が
両
岸
の
鍛
冶
屋
・
福
住

地
区
に
流
れ
込
み
、
全
壊
９
棟
、

大
規
模
半
壊
７
棟
を
含
む
１
７
３

世
帯
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
出
石
地
域
の
復
興
状
況

で
す
が
、
決
壊
し
た
寺
坂
地
内
の

出
石
川
右
岸
堤
防
や
出
石
川
左
岸

の
鳥
居
橋
上
流　

メ
ー
ト
ル
地
点

５０

の
堤
防
は
出
水
期
（
６
月　

日
以

１５

降
）
ま
で
に
築
堤
・
護
岸
の
応
急

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
居
橋
に
つ
い
て
は
河

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

ほ
と
ん
ど
撤
去
さ
れ
、
現
在
は
き

れ
い
な
稲
穂
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
道
路
や
河
川
、
が

け
崩
れ
の
災
害
復
旧
事
業
も
ほ
と

ん
ど
８
月
中
に
入
札
を
終
え
る
予

定
で
、
今
後
も
早
期
復
旧
を
目
指

し
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

と
し
て
平
成　

年
度
ま
で
に
鳥
居

２１

橋
上
流
１
０
０
メ
ー
ト
ル
地
点
に

架
け
替
え
る
計
画
で
、
現
在
、
調

査
、
測
量
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
鳥
居
橋
の
撤
去
に

つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

出
石
川
の
堤
防
補
強
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
今
年
６
月

ま
で
に
計
画
高
水
位
よ
り　

セ
ン

５０

チ
メ
ー
ト
ル
の
嵩
上
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
左
岸
は
盛
土
に
よ
り
築

堤
さ
れ
、
右
岸
の
道
路
兼
用
区
間

は
一
時
的
に
土
の
う
が
積
ま
れ

（
一
部
は
盛
土
）
、
渇
水
期
（　
１０

月　

日
以
降
）
よ
り
順
次
、
築
堤

２０
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

奥
山
川
に
流
れ
た
奥
山
地
内
の

河
川
沿
い
の
風
倒
木
は
出
水
期
ま

で
に
撤
去
を
終
え
、
越
流
の
原
因

と
な
っ
た
鍛
福
橋
に
つ
い
て
も
８

月
末
に
撤
去
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。
平
成　

年
度
末
に
は
河
川
中

１８

に
橋
脚
の
な
い
新
し
い
鍛
福
橋
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

奥
山
川
に
堆
積
し
た
土
砂
も
順
次

搬
出
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
居
橋
上
流
の
堤
防
決
壊
で
、

小
坂
地
区
左
岸
地
域
の
農
地
に
は

た
く
さ
ん
の
泥
と
土
砂
が
堆
積
し

て
い
ま
し
た
が
、
田
植
え
ま
で
に

橋
の
架
け
替
え
や

堤
防
補
強
工
事
が
進
む

鳥居橋上流左岸の堤防が決壊し、鳥居地区では多
くの民家が壊滅的な被害を受けた

鍛福橋の橋脚に流木がひっかかり周辺地域に濁流
が流れ込んだ。橋は今年度架け替えられる

出 石

香美町 

国分寺 

482

426

城崎総合支所 

豊岡市役所 

日高総合支所 

出
石
総
合
支
所

出
石
総
合
支
所 

出
石
総
合
支
所 

但馬国府・国分寺館 

公
立
日
高
病
院 

久
々
比
神
社 

大石りく・遺髪塚 

片間 

鳥居 

嶋 

出石川 円山川 

寺坂 日野辺 

福住 

鍛福橋 

鳥居橋 
森井 

奥山川 

鍛冶屋 鍛冶屋 

日高 

豊岡 

出石 

但東 

〈出石地域位置図〉

鳥居橋上流５０ｍの決壊現場は今年６月に復旧した
（写真左側）
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台風２３号災害の教訓を生かす
　

災
害
の
発
生
や
そ
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
、
市
は
、
気
象
等
の
諸
条

件
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
４
段
階

に
分
け
て
非
常
配
備
体
制
を
取
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た

特
定
の
部
署
の
職
員
が
情
報
収
集

に
当
た
る
０
号
配
備
か
ら
全
職
員

が
災
害
応
急
対
策
に
当
た
る
３
号

配
備
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
対
し
て
警
戒
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
と
き
、
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
警
戒
本
部
体

制
の
ま
ま
で
は
有
効
な
災
害
対
応

が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
町
合
併
に
よ
る
ま
ち
の
広
域

化
に
対
応
す
る
た
め
、
市
長
は
、

総
合
支
所
長
に
支
所
管
内
の
災
害

対
策
に
係
る
権
限
を
委
ね
て
い
ま

す
。
支
所
に
お
い
て
緊
急
に
対
策

拠
点
の
設
置
が
必
要
な
と
き
は
、

支
所
長
の
判
断
で
総
合
支
所
災
害

対
策
（
警
戒
）
本
部
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
避
難

勧
告
の
発
令
な
ど
も
支
所
長
の
権

限
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
に
伴
う
支
所
の
職

員
減
を
補
う
た
め
、
状
況
に
応
じ

本
庁
勤
務
の
旧
町
職
員
を
段
階
的

に
総
合
支
所
に
配
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
で
は
、
水
害
や
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
設
置
す
る
災
害

対
策
（
警
戒
）
本
部
の
設
置
基
準
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
庁
職
員
お

よ
び
総
合
支
所
職
員
が
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
体
制
を
組
織
し
て
活

動
す
る
の
か
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
も
の
で
、
平
成　

年
度
末
を
目

１７

途
に
新
た
に
策
定
す
る
「
豊
岡
市
地
域
防
災
計
画
」
完
成
ま
で
の
間
、

暫
定
的
に
活
用
し
ま
す
。

総
合
支
所
長
に
避
難
勧
告

発
令
な
ど
の
権
限
を
委
任

災
害
時
に
は
職
員
を

　

４
段
階
に
分
け
て
配
置

豊
岡
市
災
害
対
策（
警
戒
）本
部

　
　
　
　
　　
設
置
基
準
を
策
定

災害対策に係る組織の考え方
考　　　　　　え　　　　　　方態 勢 区 分

非常配備に係る注意報等は発表されていないが、気象情報等から、但馬北部地方に大雨や洪水等に
関する被害または地震に関する被害が予想される段階における各課の独自活動。

準 備 態 勢

第０号非常配備態勢から第３号非常配備態勢までとし、それぞれ気象等の諸条件などから市長が判
断し配備する。

非 常 配 備 態 勢

気象予警報の発表等により、災害に対する警戒を強化する必要があると判断される場合で、災害対
策本部移行までの間に設置する。

災 害 警 戒 本 部

風水害等により警戒本部態勢のままでは有効な災害対応が困難であると判断される場合に設置する。災 害 対 策 本 部

災害対策（警戒）本部が設置され、災害の規模その他の状況により総合支所に対策拠点を設置する
ことが必要であると本部長（市長）が認めるときに設置する。なお、支所において緊急に対策拠点
の設置が必要と認められる場合には、支所長の判断において本部を設置できる。

総 合 支 所 災 害
対策（警戒）本部

災害対策（警戒）本部が設置され、当該災害の処理のため、特定地域に限定した対策を講じる必要
があると本部長（市長）が認めるときに設置する。なお、支所において緊急に対策拠点の設置が必
要と認められる場合には、支所長の判断において本部を設置できる。

現 場 災 害 対 策
（警戒） 本 部

非常配備態勢と発令基準
発　　令　　基　　準非 常 配 備 態 勢

地　　　　　　　震風　　　水　　　害配　　備　　内　　容区 分
●市内に震度４の地震が発生し
たとき

●津波注意報が発表されたとき

●大雨注意報または洪水注意報が発表さ
れ、市内に相当な降雨が予想されると
き

予め定めた部署の少数の人員を
配備し、主として情報の収集・
伝達に当たる。

第０号

●市内に震度５弱の地震が発生
したとき

●津波警報が発表されたとき

●県の水防指令第１号が発令されたとき
●大雨警報または洪水警報が発表された
とき

●高潮警報が発表されたとき

必要に応じ、災害警戒本部を設
置する。予め定めた職員により、
情報収集・伝達に加え、具体的
な災害対応業務に当たる。

第１号

●市内に震度５強の地震が発生
したとき

●津波警報が発表され、被害が
認められるとき

●県の水防指令第２号が発令されたとき
●大雨警報、洪水警報、暴風警報または
高潮警報が発表され、被害の発生が予
想されるとき

災害対策本部を設置し、班行動
をとり、指定された班の他、各
課３～５割の人員を配備し、災
害応急対策に当たる。

第２号

●市内に震度６以上の地震が発
生したとき

●県の水防指令第３号が発令されたとき
●避難勧告等の発令基準に水位が達する
と予測されたとき

災害対策本部を設置し、班行動
をとり、全職員を配備し、災害
応急対策に万全を期して当たる。

第３号
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本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
間

近
に
控
え
て
、
６
月
の
但
東
地
域

で
の
訓
練
を
皮
切
り
に
各
地
で
水

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
に
は
、
城
崎
地
域
を

１８

対
象
に
し
た
水
防
訓
練
が
城
崎
総

合
支
所
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
消
防
団
員
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
が
、
土
の
う
の
作
り
方
や
積

み
方
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
救

助
用
ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月　

日
に
は
、
豊
岡

３１

や
日
高
、
出
石
地
域
で
も
水
防
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
豊
岡
地

域
で
は
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組

織
が
お
互
い
の
役
割
を
確
認
し
合

い
な
が
ら
土
の
う
積
み
な
ど
の
水

防
工
法
を
行
っ
た
り
、
女
性
消
防

団
が
中
心
と
な
っ
て
非
常
食
の
炊

き
出
し
や
配
布
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
８
月　

日
２３

に
は
、
竹
野
地
域
で
同
様
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
　

各
地
で
水
防
訓
練
を
実
施

　

災
害
か
ら
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
特
に
必
要
な
こ
と
は
、
早
期

に
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
時
、
防
災
行
政

無
線（
有
線
）や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
適
宜
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
各
家
庭
に
お
い

て
も
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
し
て
気
象
情
報
や
防

災
情
報
の
収
集
に
心
が
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
情
報
入
手
で

　
　
　

災
害
か
ら
家
族
を
守
る
　

市
で
は
、
被
害
の
状
況
に
応

じ
て
地
域
ご
と
に
避
難
に
関
す

る
情
報
を
３
段
階
に
分
け
て
発

令
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
じ
地
区
で
も
場

所
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
周
辺
の
様
子
を
判
断

し
、
早
め
に
自
主
避
難
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
準
備
情
報

　

要
援
護
者
な
ど
、
避
難
に
時

間
を
要
す
る
人
が
避
難
行
動
を

開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段

階
で
す
。

●
避
難
勧
告

　

人
的
被
害
の
可
能
性
が
明
ら

か
に
高
ま
っ
た
状
態
で
す
。
通

常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
が

避
難
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
で
、
計
画
さ
れ
た
避
難

所
な
ど
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

●
避
難
指
示

　

人
的
被
害
が
発
生
し
た
状
況
、

も
し
く
は
発
生
す
る
危
険
性
が

非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
た
状

況
で
す
。
避
難
し
て
い
な
い
住

民
は
、
直
ち
に
避
難
行
動
に
移

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
情
報
は

３
段
階
に
分
け
て
発
令

城
崎
地
域
の
水
防
訓
練
の
模
様
。
救
助

ボ
ー
ト
を
使
っ
て
救
助
訓
練
が
行
わ
れ

た

豊
岡
地
域
で
は
、
消
防
団
と
自
主
防
災

組
織
が
協
力
し
て
土
の
う
積
み
な
ど
の

訓
練
が
行
わ
れ
た

豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
が
行
っ
て
い
る

防
災
情
報
メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
は

「
も
し
も
」
の
と
き
に
と
っ
て
も
便
利

一般電話から 
雨量情報電話自動応答システム（豊岡市役所） 

携帯電話から 
フェニックス防災システム（兵庫県防災局） 

川の防災情報（国土交通省河川局） 

円山川・出石川防災情報（国土交通省豊岡河川国道事務所） 

●  ０７９６‐４３‐２９２０（２９１０．２９１１．２９１２） 

● http://hyogo.bosai.info/mobile/i/index.html

● http://i.river.go.jp

● http://maruyamar9-bosai.go.jp

電話をかけると音声で最新の雨量情報を聞くことがで 
きる。FAXでも入手可（電話番号と同番号） 

県内雨量、河川水位、アメダス、衛星画像、注意報・ 
警報、台風、地震、津波情報など 

全国のレーダー雨量情報、水系別水位情報、積雪情報 
など 

但馬の河川水位情報、雨量情報、気象情報、国道９号 
における通行規制区間など 
＊登録しておけば、注意報・警報が発令された場合に 
　情報が自動配信される。 


